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大和マイクロファイナンス・ファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

大和マイクロファイナンス・ファンド

 

第18期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2020年２月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「大和マイクロファイナンス・

ファンド」は、このたび、第18期の決

算を行いましたので、期中の運用状況

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／資産複合 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2011年３月１日から2021年２月23日 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
を目指して運用を行います。 

主要投資 
対 象 

大和マイクロファイナンス・ 
ファンド 

世界のマイクロファイナ
ンス関連の債券等を主要
投資対象とする外国投資
証券「ＤＷＭマイクロ
ファイナンスファンドＪ
－クラスＪ」と、主に円建
て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーな
どに投資する親投資信託
「東京海上マネーマザー
ファンド」の受益証券を
主要投資対象とします。 

 
ＤＷＭマイクロファイナンス 
ファンドＪ－クラスＪ 

マイクロファイナンス分
野の事業環境整備に貢献
し、新興国や途上国の経済
発展を重視する国際開発
機関の発行する債券（国際
機関債）、世界（主に新興
国や途上国）のマイクロ
ファイナンス機関（MFI）
のローン債権、社債やCD
（譲渡性預金証書）等を主
要投資対象とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

内外の公社債およびコ
マーシャル・ペーパーを
主要投資対象とします。 

投資制限 

大和マイクロファイナンス・ 
ファンド 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

・投資信託証券への投資
割合には制限を設けま
せん。 

 
ＤＷＭマイクロファイナンス 
ファンドＪ－クラスＪ 

国際機関債の投資割合に
は制限を設けません。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への投資
は、円貨で約定し円貨
で決済するもの（為替
リスクの生じないも
の）に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を
含めた配当等収益および売買益（評価益を含み
ます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配
対象額が少額の場合等には、収益分配を行わな
いことがあります。収益の分配に充当せず、信
託財産内に留保した利益については、運用の基
本方針に基づいて運用を行います。  
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

14期(2018年２月23日) 9,099 130 △0.1 0.0 98.9 2,271 

15期(2018年８月23日) 8,621 130 △3.8 0.0 98.5 1,946 

16期(2019年２月25日) 8,758 130 3.1 0.0 98.7 1,834 

17期(2019年８月23日) 8,289 110 △4.1 0.0 98.9 1,578 

18期(2020年２月25日) 8,727 110 6.6 0.0 98.5 1,552 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2019年８月23日 8,289 － 0.0 98.9 

８月末 8,215 △0.9 0.0 98.9 

９月末 8,478 2.3 0.0 98.8 

10月末 8,665 4.5 0.0 99.2 

11月末 8,627 4.1 0.0 99.3 

12月末 8,790 6.0 0.0 97.7 

2020年１月末 8,749 5.5 0.0 99.1 

(期  末)     

2020年２月25日 8,837 6.6 0.0 98.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○運用経過 (2019年８月24日～2020年２月25日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2019年８月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・国際開発機関等が発行する債券（以下、国際機関債等）からの利息収入 

・MFI（マイクロファイナンス機関）の短期金融商品からの利息収入 

・日本円に対して、多くの新興国通貨が上昇したこと 

 

マイナス要因 

・期末にかけて新型肺炎の感染拡大が懸念され、新興国通貨が日本円に対して下落したこと 

 

■投資環境 
【マイクロファイナンス市場の概況】 

世界経済が緩やかな成長を維持するなか、新興国各国を含め、世界的に緩和的な金融政策が実施されました。期を通じて、

米中貿易摩擦は投資家のリスク選好に影響を与え、米中貿易摩擦が激化する局面では新興国通貨が軟調となる一方、米中通

商協議が進展する局面では新興国通貨が堅調に推移しました。期末にかけては、新型肺炎が世界の経済活動に与える影響が

懸念されて新興国通貨が下落する展開となりました。 

原油価格は、サウジアラビアの主要石油生産施設の一つが武力攻撃を受けたことにより、地政学的リスクの増大から上昇
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

しましたが、期末にかけては、新型肺炎の感染拡大が懸念されると需要減退が意識され、原油価格は下落する展開となりま

した。 

 

新興国のマイクロファイナンス市場における主な出来事は以下の通りです。 

EU（欧州連合）の協力で行われたヨルダンのマイクロファイナンスに関する調査では、マイクロファイナンスによる起業

家への支援は、貧困と失業問題の解決にプラスの影響を与えるとともに、経済成長率の上昇に寄与するとしています。一方、

公式なMFIの発展と成長を阻害するヨルダンの構造的課題も取り上げ、政府の税制や無登録の企業による非公式な貸付、個

人間の貸付などが悪影響を及ぼしていると報告しました。 

 

【現地通貨建て国際機関債等の市場環境】 

当期は、インド・ルピー建てのADB（アジア開発銀行）とメキシコ・ペソ建てのEIB（欧州投資銀行）の発行する債券の価

格が上昇しました。 

 

【為替市況】 

当期は、多くの新興国通貨が日本円に対して上昇しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜大和マイクロファイナンス・ファンド＞ 

「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファン

ド」（以下、親投資信託）を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に維持しました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、主に外国投資信託証券の値動きを反映し、6.6％上昇しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

当期末現在、４つのMFIの短期金融商品と６つの国際機関債等を組み入れています。通貨については、米ドルおよび９つ

の新興国通貨に分散投資しています。 

期中に、ロシア・ルーブル建ておよびメキシコ・ペソ建ての国際機関債が満期を迎えました。一方、金利水準の相対的に

高いカザフスタン・テンゲ建ての国際機関債を新たに組み入れました。また、流動性確保を目的として一部の国際機関債の

売買を行いました。 

MFIについては、満期を迎えたコロンビアのMFI「Banco WWB」のコロンビア・ペソ建てCD（譲渡性預金証書）等、カンボ

ジアのMFI「Sathapana Bank」のタイ・バーツ建てCD等およびMFI「LOLC（Cambodia）Plc.」のカンボジア・リエル建て途中

換金型短期融資、ペルーのMFI「Financiera Confianza」のペルー・ソル建てCD等への再投資を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額（分配金再投資）は上昇しました。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

【組入銘柄の概要（2020年１月末現在）】 

資産構成 保有債券等の通貨別上位５通貨 

 
 

組入上位５銘柄（MFI向けローン債権、CD等） 

 
 

組入上位５銘柄（国際機関等が発行する債券） 

  
（注） 比率は、「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」の純資産総額に占める割合です。 

（注） 短期金融資産などは、組入有価証券以外のものです。 

（注） 「国際機関等が発行する債券」には国債等も含みます。 

（注） 「保有債券等の通貨別上位５通貨」にはローン債権、CD等も含みます。 

（注） 「ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ」の運用会社であるＤＷＭアセット・マネジメント社からの情報に基づき、東京

海上アセットマネジメントが作成しています。 

（注） 基準価額算定の基準で記載しています。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して地方債などを中心とする円建て公社債に投資し、プラスの収益の確保に努めました。そ

の結果、基準価額はおおむね横ばいに推移しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第18期 

2019年８月24日～ 
2020年２月25日 

当期分配金 110  

(対基準価額比率) 1.245％ 

 当期の収益 109  

 当期の収益以外 0  

翌期繰越分配対象額 930  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜大和マイクロファイナンス・ファンド＞ 

外国投資信託証券と親投資信託を主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

世界的な経済成長が継続して、新興国市場のマクロ経済見通しは比較的堅調であると考えています。米中貿易摩擦につい

ては緊張が再燃する可能性は残るものの、当面このリスクは軽微であると予想します。一方で世界的な金利水準の低下と、

地政学的リスクや新型肺炎の世界的感染をマイナス要因として想定します。このような投資家心理に影響を及ぼす事象と

各国固有の問題等を精査し、新興国通貨等に与える影響を注視します。 

以上のような投資環境のもと、今後も継続的に信用リスクや流動性リスク、MFIの事業環境などを慎重に見極め、投資を

行う方針です。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、マイナス水準にとどまると予想しています。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象として

運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2019年８月24日～2020年２月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 49  0.576  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (19)  (0.226)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (29)  (0.335)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.006   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 49   0.582    

期中の平均基準価額は、8,587円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く｡）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○売買及び取引の状況 (2019年８月24日～2020年２月25日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 
   千口 千円 千口 千円  

外  国 
(邦貨建) 

ルクセンブルグ ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ-クラスＪ － － 143,283 120,000  
 

（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年８月24日～2020年２月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年２月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ-クラスＪ 1,938,054 1,794,770 1,530,042 98.5 

合 計 1,938,054 1,794,770 1,530,042 98.5 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネーマザーファンド 992 992 1,003 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○投資信託財産の構成 (2020年２月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 1,530,042 96.3 

東京海上マネーマザーファンド 1,003 0.1 

コール・ローン等、その他 57,383 3.6 

投資信託財産総額 1,588,428 100.0 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年２月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,588,428,069   

 コール・ローン等 57,382,211   

 投資証券(評価額) 1,530,042,186   

 東京海上マネーマザーファンド(評価額) 1,003,672   

(B) 負債 35,566,520   

 未払収益分配金 19,572,518   

 未払解約金 6,789,398   

 未払信託報酬 9,116,167   

 未払利息 24   

 その他未払費用 88,413   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,552,861,549   

 元本 1,779,319,882   

 次期繰越損益金 △  226,458,333   

(D) 受益権総口数 1,779,319,882口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,727円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は1,903,893,070円、期中追加設定元本

額は2,495,112円、期中一部解約元本額は127,068,300円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2019年８月24日～2020年２月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 21,290,295   

 受取配当金 21,295,694   

 受取利息 17   

 支払利息 △      5,416   

(B) 有価証券売買損益 85,499,282   

 売買益 89,554,657   

 売買損 △  4,055,375   

(C) 信託報酬等 △  9,204,580   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 97,584,997   

(E) 前期繰越損益金 △301,748,499   

(F) 追加信託差損益金 △  2,722,313   

 (配当等相当額) (    7,109,196)  

 (売買損益相当額) (△  9,831,509)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △206,885,815   

(H) 収益分配金 △ 19,572,518   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △226,458,333   

 追加信託差損益金 △  2,722,313   

 (配当等相当額) (    7,109,196)  

 (売買損益相当額) (△  9,831,509)  

 分配準備積立金 158,420,367   

 繰越損益金 △382,156,387   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 19,455,361円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 7,109,196円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 158,537,524円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 185,102,081円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,040円 

g. 分配金 19,572,518円 

h. 分配金(１万口当たり) 110円 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 110円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
 

 

○お知らせ  

 弊社ホームページアドレスを一部変更したことに伴い、2019年10月１日付で所要の約款変更を行いました。 
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大和マイクロファイナンス・ファンド 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2020年２月25日現在) 

＜東京海上マネーマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネーマザーファンド全体(10,687千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
8,000 7,999 74.0 － － － 74.0  

(8,000) (7,999) (74.0) (－) (－) (－) (74.0) 

合 計 
8,000 7,999 74.0 － － － 74.0  

(8,000) (7,999) (74.0) (－) (－) (－) (74.0) 
 

（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示  

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
平成26年度第３回堺市公募公債 0.32 2,000 2,000 2020/３/26 
平成26年度第４回横浜市公債「ハマ債５」 0.14 6,000 5,999 2020/３/24 

合 計  8,000 7,999  
 

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。 

 

 

国内公社債 
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ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ 

<参考情報> 

ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪ 

（外国投資証券 ルクセンブルグ籍）の運用状況 

 

 ＤＷＭマイクロファイナンスファンドＪ－クラスＪは、「大和マイクロファイナンス・ファンド」

が投資対象とする外国投資証券です。 

 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

形 態 ルクセンブルグ籍 会社型外国投資法人／円建て 

運 用 方 針 
マイクロファイナンス分野の事業環境整備に貢献し、新興国や途上国の経済発展を重視する国際開発
機関の発行する債券（国際機関債）、世界（主に新興国や途上国）のマイクロファイナンス機関（ＭＦＩ）

のローン債権、社債やＣＤ（譲渡性預金証書）等に分散投資します。 

投 資 制 限 国際機関債の投資割合には制限を設けません。 

収 益 分 配 収益等を勘案し、分配を行うことがあります。 

存 続 期 間 無期限 

決 算 日 原則として毎年12月31日 

管 理 報 酬 等 

ファンドの純資産総額に対し年率0.825％を乗じた額がファンドから投資顧問会社に支払われます。ま
た、ファンドの純資産総額に対し年率0.07％を乗じた額がファンドから管理会社に支払われます（ただ
し、その額が125,000米ドルに満たない場合は、125,000米ドルとします）。この他、ファンドは、ファ

ンドの設立に係る費用（上限2,000万円を60ヵ月間にわたり償却）、保管銀行報酬、組入有価証券の売買
委託手数料等の取引に要する費用、事務委託費用（年25,000ユーロ）、信託財産に関する租税、監査報
酬、法的費用、ＭＦＩローン債権・社債の第三者評価機関への報酬等を負担します。 

関 係 法 人 

管理会社：アペックス・ファンド・サービシズ（マルタ）リミテッド・ルクセンブルグ支店 

保管銀行：ヨーロピアン・デポジタリー・バンクＳ．Ａ． 
投資顧問会社：ＤＷＭアセット・マネジメントＬＬＣ． 

※資金動向、市況動向、残存期間等の事情によっては、上記のような運用ができない場合があります。 
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